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６. 考察

■各種申請時に発生する不備について、特に新規認定については、申請に係る記載項目が多く、
添付書類も多岐にわたるため、申請に慣れている事業者でも一度で一次審査をクリアできず、
細かな不備が出てしまう現状である。
制度変更とともに審査項目も都度変わっている。また、関東経済産業局独自での審査項目が
発生すると、ホームページ等で周知してない事項となるため、申請不備につながってしまうこと
もある。
関東経済産業局独自に不備軽減につながる周知方法の実施と、補正連絡時に、補正の内容
がわからないことでの問い合わせや再度の不備にならないように、より分かりやすい補正指示を行っ
ていくことが申請不備の軽減につながると考える。

■現在の審査処理のフローについて、今までのやり方を引き続き行うことが常であるが、対応者が
変わることにより、なぜ現状の運用方法をとっているかについての詳細がわからず実施している
ことも少なくない。
運用方法を変更することで発生するリスクを鑑み、慣例で行っていることで変更してもリスクはな
いと踏む内容については、より効率的な運用を考えて変えていくことで審査負担の軽減につなが
ることもあるのではと考える。


